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ランバーフェンス
●この説明書は施工完了後、お施主様にお渡しください。
●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。

注　　意

■施工上のお願い

■施工される方へのお願い

■構造説明図

●当社指定の付属品以外は取り付けないでください。
●ボルト・ナット・ねじ等は絶対にゆるめないでください。
●木部外観を維持するため、1回/年の割合で再塗装してください。

■お施主様へのお願い

●フェンス（H＝900・1100）

●フェンス（H＝1500・1800）
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注意! …取付けを誤った場合に、使用者が中程度の傷害・軽傷を
負う危険又は物的損害の発生が想定されます。冒頭にま
とめて記載していますので必ずお読みください。

製品破損防止のため、下記事項を守ってください。
●タッピンねじの下穴には、指定の下穴より太いドリルを使用しないでください。
●必ず指定の組立てねじ・ボルトで固定してください。
●本製品をランバーステージ以外に取り付けないでください。
●改造・変更をしないでください。
●取付けは必ず専門業者の方が行ってください。不具合発生の原因となることがあります。
●水平・垂直は正確に出してください。組み立てられなくなることがあります。
●当社指定の付属品以外は取り付けないでください。

●本製品を手すりとして使用しないでください。手すりとしての強度がないため、落下・転落のおそれがあります。
住宅1階床高を超える場所には取り付けないでください。

●笠木までの高さ(Ｈ)を、900mmより低くしないでください。転落するおそれがあります。
●シーリング指定個所には必ずシーリング材を充てんしてください。躯体へ雨水が浸入するおそれがあります。
●木部の切断面は必ず面取りし、保護塗装をしてください。けがをするおそれがあります。

下桟固定金具

Φ5×20ナベタッピンねじ（1種）

控え柱
固定金具A

下桟固定金具

控え柱（横）

控え柱
（スヘ －゚サ－）

控え柱（縦）

φ４．８×７５
コ－スレット゛

柱固定金具
（中間用）

柱固定金具（端部用）
Ｍ６×５０
六角ホ ル゙ト

スヘ －゚サ－
φ５×２０
ナベタッピンねじ

（１種）

φ５×２０
ナベタッピンねじ

（１種）

３５

Ｗ＝９８０

３５３５

１２０

８０ ８０

１６０

１２
５

４１
５

５

420

φ４．８×７５コ－ススレッド

笠木

１０１５
３５

控え柱
固定金具Ａ

下桟

１０
０

３５
３５

５５
５

３５

１０

※中間用のみ（端部用不要）
控え柱（スヘ －゚サ－）

スヘ －゚サ－

φ８×４０六角タッヒ ン゚ねじ（１種）

控え柱
固定金具Ｂ

３５

５０

Ｈ
＝

１５
００

・１
８０

０

１３５
７０

１２５

７０

１２５

７０

笠木

φ４．８×７５コ－ススレッド

下桟

１５
３５

１０

１０
０

３５
３５

５
５５

３５

１０

５０

φ８×４０
六角タッヒ ン゚ねじ（１種）

３５

Ｈ
＝

９０
０・

１１
００

１３５
７０

７０

１２５

（
４５

０
）

Ｗ＝９８０

Ｈ
＝

１５
００

・１
８０

０

（420）

Ｈ
＝

９０
０・

１１
００

Ｗ＝９８０
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※コーナー部には取り付けられません。
※座板には、床板・幕板等を使用してください。
①座板を下図に従って切断します。

②座板を控え柱にねじ止めします。

※ランバーステージ本体のサイズに合わせて均等に割り付ける場合は、下記を参照してくださ

〔控え柱を使用してベンチを作る場合〕

■参考納まり図

■ランバーステージ対応について（参考）

Ｍ６×５０六角ホ ル゙ト

柱固定金具（中間用）下桟固定金具

３５
１０１０

φ５×２０
ナベタッピンねじ

（１種）

３５
１０

１２０

柱

柱固定金具（端部用）

３５８０

Ｗ＝９８０

８０
１６０

〔姿図〕
●フェンス（H＝９００・１1００）

●フェンス（H＝１５００・１８００）

〔基本図〕

４０
Ｗ

Ｗ
９５

ラ
ン

バ
ー

ス
テ

ー
ジ
Ｄ

９５

ランバーフェンス柱

ＷＷＷＷ９５

ランバーステージＬ

本体
Ｌ＝Ｗ×スパン数 ４５

０

420

柱 １３５ １３５ １３５５ ５５

控え柱

Φ4.8×75
コーススレッド

座板

座板

控え柱

Ｗ

笠木長さ

間　　口 （L－１９０）/スパン数

（D－１３５）/スパン数

Ｗ×スパン数

Ｗ×スパン数＋１００

Ｗ×スパン数＋２００

Ｗ－１３０

Ｗ－１３０

出　　幅

直　　線

片　　側
コーナー
両　　側
コーナー

下桟長さ

ラチスパネル幅

〔寸法公式表〕

〔スパン数対応表〕

1.0間

1.0間ワイド

1.5間

1.5間ワイド

2.0間

2.0間ワイド

2.5間

2.5間ワイド・3.0間

3.0間ワイド・3.5間

3.5間ワイド・4.0間

4.0間ワイド

１９５５

２３７５

２７９５

３２１５

３６３５

４０５５

４７５５

５６９５

６４３５

７２７５

８１１５

ランバーステージL

９７５

１２５５

１５３５

１８１５

２０９５

２３７５

２６５５

２９３５

３６３５

３９１５

ランバーステージD
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3

3

4

4

4

5

6

7

8

9

スパン数

1

2

2

2

2

3

3

3

4

4

スパン数

3尺

4尺

5尺

6尺

7尺

8尺

9尺

10尺

12尺

13尺

出　　幅間　　口
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笠木

１３５
７０

２

Ｌ＝Ｗ×スパン数 Ｌ＝Ｗ×スパン数＋１００

４５°

下桟固定金具

切欠き
柱

Φ10水抜き穴

下桟

下桟

笠木
V溝 V溝

柱

笠木連結金具

ラチスパネル

柱

笠木端部キャップ

笠木

溝

Φ5×20
ナベタッピンねじ
（1種）

Φ5×20ナベタッピンねじ
（1種）

笠木

柱

笠木連結金具

Φ5×20ナベタッピンねじ
（1種）
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ラチスパネルの取付け

笠木の取付け

控え柱の取付け

●端部 ●中間部

●中間部

●直線 ●片側コーナー ●両側コーナー

●コーナー部

①柱の切欠きに下桟をは
め込みます。

②下桟固定金具で柱と固
定します。

①ラチスパネルを柱の溝に差し込
みます。

①笠木を下図に従って切断します。
②笠木を柱にねじ止めします。

※コーナー部には、控え柱は取り付けません。
①控え柱(縦)と控え柱(横)を、控え柱固定金具でL型に組み立てます。
②柱固定金具を控え柱(縦)に取り付けます。

③控え柱（横）を柱に合わせ、控え柱固定金具で柱に固定します。
④柱固定金具を床板に固定します。
⑤中間部は、控え柱（スペーサー）を控え柱（縦）に固定します。

※フェンス（H＝９００・１１００）直線独立タイプは、中間部の控え柱は
不要です。

※下桟を２８０～３００mm切り詰め
る場合は、両側均等に切り詰め
てください。片側のみ切り詰め
ると、下桟固定金具が取り付け
られず、組み立てられなくなる
ことがあります。

下桟の取付け

①笠木の端部に、笠木端部キャップを
取り付けます。

〔笠木端部キャップ〕

①笠木固定金具を、笠木・
柱に取り付けます。

〔H（高さ）の異なるフェンスを
  コーナーで接続する場合〕

①笠木連結金具で笠木を固定します。

〔コーナー角度自在の場合〕
●笠木

①柱固定金具（端部用）で柱を固定
します。

●柱

①笠木固定金具を壁に取り付けます。
※笠木固定金具は柱を立てる前に壁に
取り付けてください。
②笠木固定金具に笠木を取り付けます。

〔笠木を壁に固定する場合〕

①笠木コーナー部に、笠木コーナー
カバーを取り付けます。

〔笠木コーナーカバー〕

■オプションの取付け

〔フェンス（Ｈ＝９００・１１００）直線独立タイプ・フェンス（Ｈ＝１５００・１８００）のみ〕

※笠木連結金具のV溝を笠木の連結部に合わせて取り付けてください。

〔笠木を連結する場合〕

３００

３００

Ｌ＝Ｗ×スパン数＋２００

４５° ４５°

Φ4.8×75コーススレッド

笠木 柱

切欠き

笠木

※ねじ頭が2mmほど笠木にく
い込むまでねじ込んでくだ
さい。

控え柱
固定金具A

控え柱固定金具B

Φ5×20
ナベタッピンねじ
（1種）

笠木コーナーカバー

笠木

笠木

笠木

笠木

壁

柱

Φ4×20
丸皿タッピンねじ（1種）

Φ4×20
丸皿タッピンねじ
（1種）

Φ5×20ナベタッピンねじ（1種）

笠木
固定金具

Φ5×20
ナベタッピンねじ
（1種）

M6×50六角ボルト

柱固定金具（端部用）

控え柱（縦）

控え柱（横）

Φ8×40
六角タッピンねじ（1種）

M6用平ワッシャー
M8用平ワッシャー

M8用平ワッシャー

M6用平ワッシャー

Φ4.8×75コーススレッド

柱固定金具（中間用）

下穴（Φ6） 下穴（Φ6）

M6用袋ナット

M6用袋ナット

控え柱固定金具B

控え柱（横）

柱

控え柱
固定金具A

柱

控え柱（縦）

控え柱（スペーサー）

M6×50六角ボルト

Φ8×40
六角タッピンねじ（1種）

笠木

Ｗ

４０

θ

θ

柱固定金具
（端部用）

柱笠木連結金具
柱

笠木固定金具

笠木
固定金具

壁

F.L.

３５
３０

Ｈ

（
参
考
）

３５
LorD

２３５２

LorD

■取付け順序 ■取付け詳細

柱固定金具の取付け

①柱固定金具の位置出しをします。

※補強は不要です。

※控え柱は不要です。
※控え柱は不要です。

②柱固定金具を床板に取り付けます。
③柱固定金具に柱を仮止めします。
※フェンス取付け完了後、垂直出しをしてから固定してください。
④フェンス（H＝１５００・１８００）の場合は、柱〔中間部〕の中央にスペーサーを取り付けま

※床板の割れ防止のため、ねじ位置
は下記に従ってください。

A(床板側面からの寸法)≧15mm
B(床板小口面からの寸法)≧35mm

※本図は規格Ｗ寸法（Ｗ＝980）の場合を示します。Ｗ寸法は、現場に合わせて決め
てください。（Ｐ.4の割付け寸法参照）
※柱固定金具は、床板側面から15mm以上、かつ床板小口面から35mm以上離して
ねじ止めしてください。

※フェンスを本体の床板と平行に取り付ける場合は、必ず下図のとおりにねじ打ちし、床板を補強してください。

■床板の補強

※フェンス（H＝９００・１１００）を直線に独立して施工する場合は、必ず両端に控え柱を取り付けてください。

■フェンスの補強

〔直線独立タイプ〕

〔フェンスが床板と直角〕 〔フェンスが床板と平行〕

〔壁付けタイプ〕
●笠木固定金具を使った場合

●笠木固定金具を使った場合

〔L型タイプ〕

※フェンス（H＝１５００・１８００）には、すべての柱に控え柱を取り付けてください。

〔直線独立タイプ〕 〔壁付けタイプ〕

〔フェンスが床板と平行〕

〔端部〕

〔コーナー部〕
●フェンス（H＝１５００・１８００）の場合

〔中間部〕

〔フェンスが床板と直角〕

〔L型タイプ〕

柱固定金具
（端部用） 柱固定金具

控え柱

控え柱

柱 笠木

柱 笠木

柱固定金具
柱固定金具
（コーナー用）

柱固定金具

床板 床板幕板 幕板

床板

床板大引き
柱固定金具

床板
Φ5×50床固定専用ねじ
（皿テクス）

大引き

幕板幕板

柱

下桟

笠木

控え柱

ラチスパネル

柱固定金具
（中間用）
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柱の取付け

柱固定金具・柱の取付け

下桟の取付け

ラチスパネルの
取付け

笠木の取付け

本体

本体 本体

本体

控え柱

●フェンス（Ｈ＝９００・１１００）
　直線独立タイプ

●フェンス（Ｈ＝１５００・１８００）

控え柱の取付け
〔フェンス（Ｈ＝９００・１１００）直線独立タイプ・
  フェンス（Ｈ＝１５００・１８００）のみ〕

本体 本体

A

B

１５５ ８０ ４０７４５（Ｗ－２３５） ８２０（Ｗ－１６０）１６０

９５ Ｗ＝９８０ Ｗ＝９８０

本体ＬorＤ

柱固定金具
（中間用）

柱固定金具
（端部用）幕板

柱

柱

柱

柱

７０

スペーサー

床板

床板

床板

下穴（Φ6）

下穴（Φ6）

下穴（Φ6）

幕板

柱固定金具

床板

金具内々寸法 金具内々寸法

柱固定金具
（端部用）

柱固定金具
（コーナー用）

柱固定金具（中間用）

Ｍ6×50六角ボルト

Φ4.8×75
コーススレッド

Ｍ6×50
六角ボルト

Ｍ6×50
六角ボルト

Ｍ6×50六角ボルト

Φ8×40
六角タッピンねじ
（1種）

M8用平ワッシャー

M8用平ワッシャー

Φ8×40
六角タッピンねじ
（1種）

M6用
平ワッシャー

M6用
袋ナット

M6用平ワッシャー

M6用袋ナット

M6用平ワッシャー

M6用袋ナット
M6用平ワッシャー
M6用袋ナット

Φ8×40
六角タッピンねじ
（1種）

M8用
平ワッシャー

※柱〔中間部〕の中央に、スペーサーを取り付けます。

①コーナー化粧柱固定金具を笠木コーナー
部の裏面に当て、笠木を固定します。
②コーナー化粧柱に、コーナー化粧柱固定
金具を取り付けます。
③コーナー化粧柱を床板・笠木に固定します。

〔コーナー化粧柱〕

床板

コーナー化粧柱固定金具

笠木

Φ5×20ナベタッピンねじ（1種）

Φ5×20皿タッピンねじ（1種）

コーナー化粧柱

コーナー
化粧柱
固定金具

Φ5×20ナベ
タッピンねじ（1種）

Φ5×20皿
タッピンねじ（1種）

Φ4.8×75コーススレッド

Φ5×20
ナベタッピンねじ
（1種）

※笠木固定金具をフェンスの柱に固定
する場合は、φ5×20ナベタッピン
ねじを使ってください。

Φ5×50
ナベタッピンねじ（1種）

B2(515×728)
MAF-774A



笠木

１３５
７０

２

Ｌ＝Ｗ×スパン数 Ｌ＝Ｗ×スパン数＋１００

４５°

下桟固定金具

切欠き
柱

Φ10水抜き穴

下桟

下桟

笠木
V溝 V溝

柱

笠木連結金具

ラチスパネル

柱

笠木端部キャップ

笠木

溝

Φ5×20
ナベタッピンねじ
（1種）

Φ5×20ナベタッピンねじ
（1種）

笠木

柱

笠木連結金具

Φ5×20ナベタッピンねじ
（1種）

3

ラチスパネルの取付け

笠木の取付け

控え柱の取付け

●端部 ●中間部

●中間部

●直線 ●片側コーナー ●両側コーナー

●コーナー部

①柱の切欠きに下桟をは
め込みます。

②下桟固定金具で柱と固
定します。

①ラチスパネルを柱の溝に差し込
みます。

①笠木を下図に従って切断します。
②笠木を柱にねじ止めします。

※コーナー部には、控え柱は取り付けません。
①控え柱(縦)と控え柱(横)を、控え柱固定金具でL型に組み立てます。
②柱固定金具を控え柱(縦)に取り付けます。

③控え柱（横）を柱に合わせ、控え柱固定金具で柱に固定します。
④柱固定金具を床板に固定します。
⑤中間部は、控え柱（スペーサー）を控え柱（縦）に固定します。

※フェンス（H＝９００・１１００）直線独立タイプは、中間部の控え柱は
不要です。

※下桟を２８０～３００mm切り詰め
る場合は、両側均等に切り詰め
てください。片側のみ切り詰め
ると、下桟固定金具が取り付け
られず、組み立てられなくなる
ことがあります。

下桟の取付け

①笠木の端部に、笠木端部キャップを
取り付けます。

〔笠木端部キャップ〕

①笠木固定金具を、笠木・
柱に取り付けます。

〔H（高さ）の異なるフェンスを
  コーナーで接続する場合〕

①笠木連結金具で笠木を固定します。

〔コーナー角度自在の場合〕
●笠木

①柱固定金具（端部用）で柱を固定
します。

●柱

①笠木固定金具を壁に取り付けます。
※笠木固定金具は柱を立てる前に壁に
取り付けてください。
②笠木固定金具に笠木を取り付けます。

〔笠木を壁に固定する場合〕

①笠木コーナー部に、笠木コーナー
カバーを取り付けます。

〔笠木コーナーカバー〕

■オプションの取付け

〔フェンス（Ｈ＝９００・１１００）直線独立タイプ・フェンス（Ｈ＝１５００・１８００）のみ〕

※笠木連結金具のV溝を笠木の連結部に合わせて取り付けてください。

〔笠木を連結する場合〕

３００

３００

Ｌ＝Ｗ×スパン数＋２００

４５° ４５°

Φ4.8×75コーススレッド

笠木 柱

切欠き

笠木

※ねじ頭が2mmほど笠木にく
い込むまでねじ込んでくだ
さい。

控え柱
固定金具A

控え柱固定金具B

Φ5×20
ナベタッピンねじ
（1種）

笠木コーナーカバー

笠木

笠木

笠木

笠木

壁

柱

Φ4×20
丸皿タッピンねじ（1種）

Φ4×20
丸皿タッピンねじ
（1種）

Φ5×20ナベタッピンねじ（1種）

笠木
固定金具

Φ5×20
ナベタッピンねじ
（1種）

M6×50六角ボルト

柱固定金具（端部用）

控え柱（縦）

控え柱（横）

Φ8×40
六角タッピンねじ（1種）

M6用平ワッシャー
M8用平ワッシャー

M8用平ワッシャー

M6用平ワッシャー

Φ4.8×75コーススレッド

柱固定金具（中間用）

下穴（Φ6） 下穴（Φ6）

M6用袋ナット

M6用袋ナット

控え柱固定金具B

控え柱（横）

柱

控え柱
固定金具A

柱

控え柱（縦）

控え柱（スペーサー）

M6×50六角ボルト

Φ8×40
六角タッピンねじ（1種）

笠木

Ｗ

４０

θ

θ

柱固定金具
（端部用）

柱笠木連結金具
柱

笠木固定金具

笠木
固定金具

壁

F.L.

３５
３０

Ｈ

（
参
考
）

３５
LorD

２３５２

LorD

■取付け順序 ■取付け詳細

柱固定金具の取付け

①柱固定金具の位置出しをします。

※補強は不要です。

※控え柱は不要です。
※控え柱は不要です。

②柱固定金具を床板に取り付けます。
③柱固定金具に柱を仮止めします。
※フェンス取付け完了後、垂直出しをしてから固定してください。
④フェンス（H＝１５００・１８００）の場合は、柱〔中間部〕の中央にスペーサーを取り付けま

※床板の割れ防止のため、ねじ位置
は下記に従ってください。

A(床板側面からの寸法)≧15mm
B(床板小口面からの寸法)≧35mm

※本図は規格Ｗ寸法（Ｗ＝980）の場合を示します。Ｗ寸法は、現場に合わせて決め
てください。（Ｐ.4の割付け寸法参照）
※柱固定金具は、床板側面から15mm以上、かつ床板小口面から35mm以上離して
ねじ止めしてください。

※フェンスを本体の床板と平行に取り付ける場合は、必ず下図のとおりにねじ打ちし、床板を補強してください。

■床板の補強

※フェンス（H＝９００・１１００）を直線に独立して施工する場合は、必ず両端に控え柱を取り付けてください。

■フェンスの補強

〔直線独立タイプ〕

〔フェンスが床板と直角〕 〔フェンスが床板と平行〕

〔壁付けタイプ〕
●笠木固定金具を使った場合

●笠木固定金具を使った場合

〔L型タイプ〕

※フェンス（H＝１５００・１８００）には、すべての柱に控え柱を取り付けてください。

〔直線独立タイプ〕 〔壁付けタイプ〕

〔フェンスが床板と平行〕

〔端部〕

〔コーナー部〕
●フェンス（H＝１５００・１８００）の場合

〔中間部〕

〔フェンスが床板と直角〕

〔L型タイプ〕

柱固定金具
（端部用） 柱固定金具

控え柱

控え柱

柱 笠木

柱 笠木

柱固定金具
柱固定金具
（コーナー用）

柱固定金具

床板 床板幕板 幕板

床板

床板大引き
柱固定金具

床板
Φ5×50床固定専用ねじ
（皿テクス）

大引き

幕板幕板

柱

下桟

笠木

控え柱

ラチスパネル

柱固定金具
（中間用）

2

柱の取付け

柱固定金具・柱の取付け

下桟の取付け

ラチスパネルの
取付け

笠木の取付け

本体

本体 本体

本体

控え柱

●フェンス（Ｈ＝９００・１１００）
　直線独立タイプ

●フェンス（Ｈ＝１５００・１８００）

控え柱の取付け
〔フェンス（Ｈ＝９００・１１００）直線独立タイプ・
  フェンス（Ｈ＝１５００・１８００）のみ〕

本体 本体

A

B

１５５ ８０ ４０７４５（Ｗ－２３５） ８２０（Ｗ－１６０）１６０

９５ Ｗ＝９８０ Ｗ＝９８０

本体ＬorＤ

柱固定金具
（中間用）

柱固定金具
（端部用）幕板

柱

柱

柱

柱

７０

スペーサー

床板

床板

床板

下穴（Φ6）

下穴（Φ6）

下穴（Φ6）

幕板

柱固定金具

床板

金具内々寸法 金具内々寸法

柱固定金具
（端部用）

柱固定金具
（コーナー用）

柱固定金具（中間用）

Ｍ6×50六角ボルト

Φ4.8×75
コーススレッド

Ｍ6×50
六角ボルト

Ｍ6×50
六角ボルト

Ｍ6×50六角ボルト

Φ8×40
六角タッピンねじ
（1種）

M8用平ワッシャー

M8用平ワッシャー

Φ8×40
六角タッピンねじ
（1種）

M6用
平ワッシャー

M6用
袋ナット

M6用平ワッシャー

M6用袋ナット

M6用平ワッシャー

M6用袋ナット
M6用平ワッシャー
M6用袋ナット

Φ8×40
六角タッピンねじ
（1種）

M8用
平ワッシャー

※柱〔中間部〕の中央に、スペーサーを取り付けます。

①コーナー化粧柱固定金具を笠木コーナー
部の裏面に当て、笠木を固定します。
②コーナー化粧柱に、コーナー化粧柱固定
金具を取り付けます。
③コーナー化粧柱を床板・笠木に固定します。

〔コーナー化粧柱〕

床板

コーナー化粧柱固定金具

笠木

Φ5×20ナベタッピンねじ（1種）

Φ5×20皿タッピンねじ（1種）

コーナー化粧柱

コーナー
化粧柱
固定金具

Φ5×20ナベ
タッピンねじ（1種）

Φ5×20皿
タッピンねじ（1種）

Φ4.8×75コーススレッド

Φ5×20
ナベタッピンねじ
（1種）

※笠木固定金具をフェンスの柱に固定
する場合は、φ5×20ナベタッピン
ねじを使ってください。

Φ5×50
ナベタッピンねじ（1種）

B2(515×728)
MAF-774A
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Φ4.8×75コーススレッド

Φ4.8×75コーススレッド

Φ4.8×75
コーススレッド

Φ4.8×75
コーススレッド

柱固定金具（端部用）

柱固定金具（端部用）

柱固定金具
（端部用）

柱固定金具（端部用）

柱固定金具（端部用）

柱固定金具
（中間用）

M6×50六角ボルト

下桟

笠木

笠木

ラチスパネル

ラチスパネル

柱

柱

柱

下桟固定金具

下桟

Φ5×20ナベタッピンねじ（1種）

Ｍ6×50六角ボルト

Φ8×40六角タッピンねじ（1種）
M8用平ワッシャー

M8用平ワッシャー

M8用平ワッシャー

Φ8×40六角タッピンねじ（1種）

M8用平ワッシャー

M6用平ワッシャー

M6用袋ナット

控え柱
固定金具A

控え柱固定金具B
Φ5×20ナベタッピンねじ（1種）

控え柱固定金具B

Φ5×20
ナベタッピン
ねじ（1種）

柱固定金具（端部用）

Ｍ6×50六角ボルト

控え柱（縦）

控え柱（縦）

控え柱（スペーサー）

スペーサー

控え柱（横）

控え柱
（横）

Φ8×40六角タッピンねじ（1種）

M6用平ワッシャー
M6用袋ナット

M6用平ワッシャー

M6用袋ナット

柱固定金具（中間用）

柱固定金具
（中間用）

Ｍ6×50六角ボルト

Φ8×40六角タッピンねじ（1種）

M6用平ワッシャー

M6用袋ナット

ランバーフェンス
●この説明書は施工完了後、お施主様にお渡しください。
●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。

注　　意

■施工上のお願い

■施工される方へのお願い

■構造説明図

●当社指定の付属品以外は取り付けないでください。
●ボルト・ナット・ねじ等は絶対にゆるめないでください。
●木部外観を維持するため、1回/年の割合で再塗装してください。

■お施主様へのお願い

●フェンス（H＝900・1100）

●フェンス（H＝1500・1800）

1

注意! …取付けを誤った場合に、使用者が中程度の傷害・軽傷を
負う危険又は物的損害の発生が想定されます。冒頭にま
とめて記載していますので必ずお読みください。

製品破損防止のため、下記事項を守ってください。
●タッピンねじの下穴には、指定の下穴より太いドリルを使用しないでください。
●必ず指定の組立てねじ・ボルトで固定してください。
●本製品をランバーステージ以外に取り付けないでください。
●改造・変更をしないでください。
●取付けは必ず専門業者の方が行ってください。不具合発生の原因となることがあります。
●水平・垂直は正確に出してください。組み立てられなくなることがあります。
●当社指定の付属品以外は取り付けないでください。

●本製品を手すりとして使用しないでください。手すりとしての強度がないため、落下・転落のおそれがあります。
住宅1階床高を超える場所には取り付けないでください。

●笠木までの高さ(Ｈ)を、900mmより低くしないでください。転落するおそれがあります。
●シーリング指定個所には必ずシーリング材を充てんしてください。躯体へ雨水が浸入するおそれがあります。
●木部の切断面は必ず面取りし、保護塗装をしてください。けがをするおそれがあります。

下桟固定金具

Φ5×20ナベタッピンねじ（1種）

控え柱
固定金具A

下桟固定金具

控え柱（横）

控え柱
（スヘ －゚サ－）

控え柱（縦）

φ４．８×７５
コ－スレット゛

柱固定金具
（中間用）

柱固定金具（端部用）
Ｍ６×５０
六角ホ ル゙ト

スヘ －゚サ－
φ５×２０
ナベタッピンねじ

（１種）

φ５×２０
ナベタッピンねじ

（１種）

３５

Ｗ＝９８０

３５３５

１２０

８０ ８０

１６０

１２
５

４１
５

５

420

φ４．８×７５コ－ススレッド

笠木

１０１５
３５

控え柱
固定金具Ａ

下桟

１０
０

３５
３５

５５
５

３５

１０

※中間用のみ（端部用不要）
控え柱（スヘ －゚サ－）

スヘ －゚サ－

φ８×４０六角タッヒ ン゚ねじ（１種）

控え柱
固定金具Ｂ

３５

５０

Ｈ
＝

１５
００

・１
８０

０

１３５
７０

１２５

７０

１２５

７０

笠木

φ４．８×７５コ－ススレッド

下桟

１５
３５

１０

１０
０

３５
３５

５
５５

３５

１０

５０

φ８×４０
六角タッヒ ン゚ねじ（１種）

３５

Ｈ
＝

９０
０・

１１
００

１３５
７０

７０

１２５

（
４５

０
）

Ｗ＝９８０

Ｈ
＝

１５
００

・１
８０

０

（420）

Ｈ
＝

９０
０・

１１
００

Ｗ＝９８０

4

※コーナー部には取り付けられません。
※座板には、床板・幕板等を使用してください。
①座板を下図に従って切断します。

②座板を控え柱にねじ止めします。

※ランバーステージ本体のサイズに合わせて均等に割り付ける場合は、下記を参照してくださ

〔控え柱を使用してベンチを作る場合〕

■参考納まり図

■ランバーステージ対応について（参考）

Ｍ６×５０六角ホ ル゙ト

柱固定金具（中間用）下桟固定金具

３５
１０１０

φ５×２０
ナベタッピンねじ

（１種）

３５
１０

１２０

柱

柱固定金具（端部用）

３５８０

Ｗ＝９８０

８０
１６０

〔姿図〕
●フェンス（H＝９００・１1００）

●フェンス（H＝１５００・１８００）

〔基本図〕

４０
Ｗ

Ｗ
９５

ラ
ン

バ
ー

ス
テ

ー
ジ
Ｄ

９５

ランバーフェンス柱

ＷＷＷＷ９５

ランバーステージＬ

本体
Ｌ＝Ｗ×スパン数 ４５

０

420

柱 １３５ １３５ １３５５ ５５

控え柱

Φ4.8×75
コーススレッド

座板

座板

控え柱

Ｗ

笠木長さ

間　　口 （L－１９０）/スパン数

（D－１３５）/スパン数

Ｗ×スパン数

Ｗ×スパン数＋１００

Ｗ×スパン数＋２００

Ｗ－１３０

Ｗ－１３０

出　　幅

直　　線

片　　側
コーナー
両　　側
コーナー

下桟長さ

ラチスパネル幅

〔寸法公式表〕

〔スパン数対応表〕

1.0間

1.0間ワイド

1.5間

1.5間ワイド

2.0間

2.0間ワイド

2.5間

2.5間ワイド・3.0間

3.0間ワイド・3.5間

3.5間ワイド・4.0間

4.0間ワイド

１９５５

２３７５

２７９５

３２１５

３６３５

４０５５

４７５５

５６９５

６４３５

７２７５

８１１５

ランバーステージL

９７５

１２５５

１５３５

１８１５

２０９５

２３７５

２６５５

２９３５

３６３５

３９１５

ランバーステージD

2

3

3

4

4

4

5

6

7

8

9

スパン数

1

2

2

2

2

3

3

3

4

4

スパン数

3尺

4尺

5尺

6尺

7尺

8尺

9尺

10尺

12尺

13尺

出　　幅間　　口

B2(515×728)
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